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造船関連産業における「融合型生産技術者」の育成に係る 

委託業務実施計画書 

 

管理法人名：特定非営利活動法人 

長崎県科学・産業技術推進機構 

 

１． 事 業 名  

造船関連産業における「融合型生産技術者」の育成 

 

２． 事 業 目 的 

本事業において活用する佐世保高専が位置する長崎県北部地域と佐賀県西部地域の基

幹産業は、造船、および関連する機械・金属加工産業を含む「造船関連産業」である。 

「平成１７年度電源地域における雇用促進対策調査事業」の調査によれば、この地域の造

船関連産業の主な事業は、民間向けの新造船および佐世保基地（海上自衛隊、米軍）の各種

艦船のメンテナンス事業であり、昨今の景気回復を受けて、「造船関連産業」は活況を呈して

いるが、今後とも健全な基幹産業であり続けるためには、国際競争力を高めることが不可欠

である。重厚長大産業の造船業では、労働集約型から自動化・省力化を意欲的に図ってきた

ものの、いずれも従来型の生産方式に基づく省力化機械の域を出ていない。国際競争力を高

めるためには、革新的生産現場を創生する必要があり、そのための「生産革新」とそれを支え

る「技術力強化」が喫緊の課題である。そして、それを強力に推進できる「広い専門知識と応

用力を身に付けて複眼的視野を有する生産技術者」の育成が、特に中小企業では強く求めら

れている。 

さらに、もの造り生産技術は、機械や電気などの従来型工学技術に基礎科学（物理、化学、

など）や情報化技術が融合した技術、すなわち「融合型生産技術」に進化して来ている。グロ

ーバル化する世界の中で、日本が国際的優位性を持つ「もの造り生産技術」を先導・維持する

には、従来の経験的訓練による多能工化などでは、他国の追従できる範疇である。これを越

える知識と技量を併せ持って大学のエンジニアリング頭脳と工業高校のテクニシャン技量をつ

なぐ人材が、これからの「融合型生産技術」の時代において不可欠であり、先端産業のみでな

く革新を図るべき成熟産業においてもそれに対応できる人材の育成が急務である。 

そのため、本事業においては、造船関連産業において、科学的知見に裏付けられた高度な

スキルと広い視野を持ち、多様な技術を組み合わせて問題を解決できる生産現場技術者を育

成することを目的に実施し、人材育成にマッチした機能とレベルを備えた佐世保高専を核にし

て、「造船関連産業における融合型生産技術者の育成」に取り組こととしている。 

  

３． 事 業 内 容   

（１）平成１８年度事業計画 

（１）－１ カリキュラム 

本事業では、当該地域の造船関連産業における人材不足と技術継承の問題を解決し、

競争力を強化するために、国際競争力を高めるために生産現場の「生産革新」等を提案で

きる人材の育成を行う。 
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そのために、造船・船舶機械・船舶部品の設計・加工の自動化・効率化を推進する人材を

育成するための講座（３講座）、生産・製造現場の自動化・効率化を推進する人材を育成す

るための講座（２講座）の計５講座を開講。 

各講座の目標、内容の概要等については表３．１のとおり。各講座とも、受講者数は２０

名を予定し、９０分×５回の講座の構成により、いずれも土曜日の午後に実施予定。 

 

（１）－２ 実習講義 

全ての講座において、座学だけでなく実際に体験しながら理解を深めてもらうため、実習

講義を実施。 

各講座の実習の概要を表３．２に示す。佐世保高専にない設備は、地元中核企業や長崎

県工業技術センターの設備を利用して実施する。講師には、地域の学校・研究機関・中核

企業だけでなく、最新のより実務的な教育を行うために機械・装置やソフトウェア関係のメー

カー技術者（専門家）が参画。 

 

（１）－３ スケジュール 

事業の基本的なスケジュールを「８．スケジュール表」のとおりであり、８月までにカリキュ

ラムを完成し、９月初旬から講座開講を予定。講座は前期・後期の２期構成で実施予定。 

講座は、Ｈ１７年度ＦＳ事業のケーススタディのアンケートにより、企業からの要望がもっと

も多かった土曜日の午後に実施。 

造船・船舶機械・船舶部品関係の技術者は、「３次元ＣＡＤ実用講座」、「ＮＣプログラミン

グ演習」、「ＣＡＤ・ＣＡＭ実践実習」の３講座を重複して受講する可能性が高く、また、「３次

元ＣＡＤ実用講座」と「ＮＣプログラミング演習」は、佐世保高専で実施するため、前期に、前

半（13:30～15:00）と後半（15:30～17:00）に分けて実施。 

「ＣＡＤ・ＣＡＭ実践実習」は、実施場所が地域企業と長崎県工業技術センターになること、

及びＣＡＤ技術とＮＣプログラミング受講後に受講することが効果的であることから後期に実

施する。また、後期には、佐世保高専にて、どちらも受講できるように「サーボ制御技術演

習」と「ＩＣタグ利用技術演習」を前半と後半に分けて実施する。 

 

（１）－４ 人材育成検討委員会の設置 

本事業を円滑に運営し、また実効のあがるものにするために、カリキュラム作成や講座

の進め方等について検討する「人材育成検討委員会」を設置する。検討委員会は、西九州

テクノコンソーシアムの「造船関連産業」の主要な企業会員や本事業に協力する長崎県工

業技術センターなどの関係機関から組織される。 

具体的には、１回目は、カリキュラムや講座を具体的に検討するに当たってのヒアリング

内容の検討、２回目は、作成されたカリキュラムや講座実施計画について検討し、３回目は、

事業評価を行う。本事業終了後の「人材育成事業」の自立化を円滑に進めることについても

検討 
 

（１）－５ 受講生の募集 

前期分を一次募集で、後期分を二次募集で行う。 
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（１）－６ 受講生による評価 

前期、後期とも、各講座の最終回に受講生にアンケート及びヒヤリングを実施し、自立化

を円滑に進めるため、カリキュラム内容等の調査を行う。 

 

（２）対象者の育成水準 

①技術レベル（熟達度） 

技術レベルの育成水準を表３．３にまとめた。各講座のいずれの項目についても、「自分

でできる」、「手助けなくできる」、あるいは「自力でできる」水準までの育成を目指している。

また、短期の教育であることから、「実技の応用力」等については、企業に戻って色々と実

務を経験してその水準に達すれば良く、本講座はそのための基礎教育として位置付けてい

る。 

 

②理論体系の理解度 

理論体系の理解度の育成水準を表３．４に示す。短期教育であり、かつ実習や演習に重

きをおいていることから、理論の深いところまでの教育は難しい。そのため、理論的な説明

は、一連の操作、プログラム、あるいはシステム等の基本的な考え方や意味を理解できる

までの内容とするが、理論の詳細について自主学習できるところまでの指導は行うこととす

る。 
表３．１  講座概要 

講座名 目標 内容 実施方法 実施場所

３ 次 元 Ｃ Ａ Ｄ 実 用 講 座

高 度 Ｉ Ｔ 化 に 必 須 と な る ３
次 元 Ｃ Ａ Ｄ を 用 い た モ デ リ
ン グ と 図 面 作 成 技 術 を 修 得
す る 。

３ 次 元 Ｃ Ａ Ｄ を 利 用 し て 基 礎 的
な ソ リ ッ ド モ デ リ ン グ の 操 作 法
を 学 ぶ 。 機 械 設 計 で の ３ 次 元 Ｃ
Ａ Ｄ 利 用 技 術 を 学 ぶ 。

講 義 １ コ マ
演 習 ・ 実 技 ４ コ マ

佐 世 保 高 専

Ｎ Ｃ プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習

船 舶 部 品 自 動 加 工 技 術 の 根
幹 で あ る Ｇ コ ー ド を 用 い た
Ｎ Ｃ プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 術 を
修 得 す る 。

船 舶 部 品 自 動 加 工 の た め の Ｎ Ｃ
プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 術 を 学 習 し 、
実 際 に Ｎ Ｃ 旋 盤 を 用 い て 機 械 加
工 実 用 技 術 を 学 ぶ 。

講 義 ・ 演 習 ３ コ マ
実 習 ２ コ マ

佐 世 保 高 専

Ｃ Ａ Ｄ ・ Ｃ Ａ Ｍ 実 践 実 習

設 計 か ら 加 工 に 至 る Ｃ Ａ Ｄ
デ ー タ の 流 れ を 理 解 し 、 一
連 の も の づ く り 体 系 を 学 ぶ
こ と で 、 Ｎ Ｃ 工 作 機 械 に お
け る 自 動 加 工 の 問 題 点 を 克
服 す る 技 術 力 を 修 得 す る 。

造 船 産 業 に お い て 多 く 利 用 さ れ
る Ｎ Ｃ プ ラ ズ マ 切 断 と 高 強 度 難
削 材 の 加 工 に 用 い ら れ る Ｎ Ｃ ワ
イ ヤ 放 電 加 工 を 通 じ て 設 計 か ら
加 工 に 至 る も の づ く り 体 系 を 学
ぶ 。

講 義 ２ コ マ
実 習 ３ コ マ

佐 世 保 重 工 業
工 技 セ ン タ ー

サ ー ボ 制 御 技 術 演 習

各 種 自 動 化 装 置 に サ ー ボ シ
ス テ ム を 活 用 し た 機 械 の 企
画 、 設 計 、 製 作 を で き る 基
本 的 な 知 識 を 修 得 す る 。

サ ー ボ モ ー タ を 用 い た 精 密 な
モ ー シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル 技 術 と
各 種 自 動 化 装 置 に お け る そ れ ら
の 役 割 に つ い て 学 ぶ 。

講 義 ２ コ マ
実 習 ３ コ マ

佐 世 保 高 専

Ｉ Ｃ タ グ 利 用 技 術 演 習

Ｉ Ｃ タ グ の シ ス テ ム を 理 解
し 、 Ｉ Ｃ タ グ シ ス テ ム を 活
用 し た 自 社 シ ス テ ム の 企
画 、 設 計 、 製 作 を で き る 基
本 的 な 知 識 を 修 得 す る 。

Ｉ Ｃ タ グ の 基 本 的 な 動 作 原 理 、
読 み 込 み ， 書 き 込 み 用 の プ ロ グ
ラ ム に つ い て 学 ぶ と と も に 、 現
在 市 場 で 購 入 可 能 な Ｉ Ｃ タ グ の
状 況 に つ い て 実 習 す る 。

講 義 ２ コ マ
実 習 ３ コ マ

佐 世 保 高 専
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表３．２ 実習の概要 

講座名 目的・目標 内容 場所（設備） 講師等

３次元ＣＡＤ実用講座
３次元ＣＡＤ利用技術に関
する理解を深める。

ＣＡＤ端末を用いて、ソリッド
モデリングの習熟、２次元図面
の作成と立体図から三面図展開
について課題演習を実施する。

佐世保高専
（ＣＡＤ端末）

佐世保高専教員
ＳＳＫ技術者
大島造船所技術者
ＦＱＳ技術者

ＮＣプログラミング演習
ＮＣプログラミング技術に
関する理解を深める。

ＮＣ旋盤を用いて、プログラム
入力、工具の軌跡チェック、被
削材の加工をおこなう。

佐世保高専
（ＮＣ旋盤）

佐世保高専教員
ＳＳＫ技術者
大島造船所技術者
ＦＡＮＵＣ技術者

ＣＡＤ・ＣＡＭ実践実習
ＮＣ工作機械における自動
加工の問題を克服できる能
力を身につける。

ＮＣプラズマ切断機とＮＣワイ
ヤ放電加工機を用いて、ＮＣプ
ログラム入力から加工に至るＮ
Ｃ工作機械の一連のものづくり
体系を実践的に学ぶ。

・佐世保重工業
（ＮＣプラズマ切断機）
・工技センター
（ＮＣワイヤ放電加工
機）

佐世保高専教員
ＳＳＫ技術者
大島造船所技術者
工技センター研究員
ＦＱＳ技術者

サーボ制御技術演習
自動化装置に用いられる各
種サーボ制御機器を活用で
きる技術を習得する。

サーボ制御機器を用いて、精密
な速度・位置制御の構築技術を
学習する。

佐世保高専
（各種サーボシステム）

佐世保高専教員
三菱電機技術者

ＩＣタグ利用技術演習

生産管理システム等を構築
する際に、ＩＣタグの選択
等がスム－ズに行える能力
を身につける。

市販の各種ＩＣタグシステムを
用いて、読み込み・書き込みプ
ログラムの学習を通して、ＩＣ
タグを体験的に学習する。

佐世保高専
（各種ＩＣタグシステ
ム、パソコン）

佐世保高専教員
九州テン技術者
大日本印刷技術者
（依頼中）

ＳＳＫ；佐世保重工業（株）、　ＦＱＳ；（株）富士通九州ｼｽﾃﾑエンジニアリング、　ＦＡＮＵＣ；ファナック（株）  

 

表３．３  技術レベルの育成水準 

機器の操作 実技の精度 実技の応用力

３次元ＣＡＤ実用講座

マウスの左ボタン・中ボタン・
右ボタンの機能をうまく活用し
て3次元的な物体を様々な面か
ら捉えることができる。

押出しフィーチャ、穴あけ、ラウ
ンド・面取りツールを用いて基本
的な３次元形状をモデリングでき
る。

データム平面の活用や二次元図面へ
の変換を利用して、部品製作や加工
がしやすいように図面を作成するこ
とができる。

ＮＣプログラミング演習
工作物を旋盤に取り付けてバイ
トの位置制御や冷却用油の設置
ができる。

工作物の加工精度を高めるための
プログラムを組むことができる。

大量生産のための迅速な工作加工が
できるようなプログラムを組むこと
ができる。

ＣＡＤ・ＣＡＭ実践実習
３次元ＣＡＤツールを利用して
作成したモデルをＣＡＭシステ
ムに変換できる。

ＣＡＭシステムに送られた工作物
の形状情報を加工ツールに伝達で
きる。

３次元ＣＡＤモデリングからＣＡＭ
システムを用いた生産システムまで
を一貫して行うことができる。

サーボ制御技術演習
サーボモータで精密な速度制御
と位置制御をできる。

サーボモータを使った基本的な速
度・位置制御システムを構築でき
る。

・自動化装置や製造ライン自動化の
　企画・設計・開発を行える
・自動化装置を外注する場合に仕様
　などを主体的に決定できる。

ＩＣタグ利用技術演習
ＩＣタグシステムで読み込み、
書き込み操作をできる。

ＩＣタグシステムの基本的な読み
込み、書き込みプログラムを作成
し、システムを操作できる。

ＩＣタグシステムを外注する場合に
仕様を主体的に作成し、システム導
入を主導できる。

技術レベル（熟達度）
講座名
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表３．４ 理論体系の理解度の育成水準 

講座名 理論体系の理解度

３次元ＣＡＤ実用講座

押出し・回転・面取り・ラウンド・ミラー・パターン化をテクニッ
クを用いて、様々な形状の３次元モデルを作成できる。また、寸法
表示や投影法に基づいて二次元図面を作成することができる。さら
に、作成した３次元部品の応力解析や有限要素解析、あるいは、部
品間の干渉確認のための運動シミュレーションができる。

ＮＣプログラミング演習
機械工作の基礎的切削理論に基づいて工具の種類や切削速度を選定
することができる。加工精度の高い工作物を短時間で行うためのNC
プログラミングができる。

ＣＡＤ・ＣＡＭ実践実習

ＣＡＤシステムからＣＡＭシステムへの情報伝達ツールを使用する
ことができる。ＣＡＭのシステムに対応する部品の形状・工具の選
定・切削速度の決定ができ、ＮＣ工作機械の作動原理を理解でき
る。

サーボ制御技術演習

産業用ロボットやＮＣ工作機械などのモーションコントロールに用
いられているサーボ制御技術について、基礎的な理論（制御理論、
サーボモータなどの要素技術）から自動化に必要なシステム構築技
術までを理解できる。

ＩＣタグ利用技術演習
・ＩＣタグの書き込み、読み込みの基本的なプログラミング方法を
　理解できる。
・簡単なＩＣタグシステム構築方法を理解できる。

 

 

４． 事業スキーム 

１ 事業全体のスキーム       
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国際競争力強化のために、生産革新、技術力強化が喫緊の課題
生産革新・・・船舶・機械・部品の設計・加工、及び生産・生産管理の自動化・効率化
技術力強化・・・生産革新、新材料・新技術導入、航海機器・電子機器の高度化への対応

国際競争力強化のために、生産革新、技術力強化が喫緊の課題
生産革新・・・船舶・機械・部品の設計・加工、及び生産・生産管理の自動化・効率化
技術力強化・・・生産革新、新材料・新技術導入、航海機器・電子機器の高度化への対応

造船関連産業における「融合型生産技術者」の育成造船関連産業における「融合型生産技術者」の育成

生産革新、技術力強化に対応できる「融合型生産技術者」の育成が急務
・・・ 高度なスキル、広い知識・視野、問題解決能力をもつ現場技術者

産

業

界

産

業

界

高
専
・公
設
試

高
専
・公
設
試

【カリキュラム】

受講生派遣
講師派遣
実習協力

カリキュラム
の開発

講師派遣
実習協力

科学的な知見に裏付けられた高度なスキル、広い知識・視野、問題解決能力をもつ「融合型生産技術者」を育成科学的な知見に裏付けられた高度なスキル、広い知識・視野、問題解決能力をもつ「融合型生産技術者」を育成

開発したカリキュラムを利用し、西九州テクノコンソーシアムで地域人材育成事業を継続

 

 

 

 

 

 

 

 課題 講座名

３次元ＣＡＤ実用講座

ＮＣプログラミング演習

ＣＡＤ・ＣＡＭ実践実習

サーボ制御技術演習

ＩＣタグ利用技術演習

特殊材料基礎技術

高精度加工技術演習

溶接技術演習

コンピュータ利用技術

デジタル技術

造船・機械・部品の設計・
加工の自動化・効率化

生産・生産管理の
自動化・効率化

新材料・新技術導入

航海機器・電子機器の
高度化

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

５． 成果報告書   ２０部 

． 平成１８年度事業スケジュール 

３Ｑ ４Ｑ 

 

６

２Ｑ  
７月 ８月  １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ９月   

人材育成検討委員会      

  
第１回  第２回   第３回  

カリキュラム開発・作成          
受講生募集          
講座の実施 
・３次元ＣＡＤ実用講座 

 ・ＮＣプログラミング演習

・ＣＡＤ・ＣＡＭ実践実習 
・サーボ制御技術演習 
・ＩＣタグ利用技術演習 

         

アンケート・ヒヤリング          
評価・まとめ          
報告書作成          
コーディネータの活動 
・ 委員会運営推進 
・ 高専・企業との調整等 
・ 実行計画・カリキュラム・ス

ケジュール等のまとめ 

         

コー  

よび施設機材等の

係者との連絡調整 

         ディネータ補助者の活動

・ 講義実習等のカリキュラム

作成 

講師お・ 

準備 

実施関・ 

・ 総務並びに経理業務 

・ 佐世保分室、協力企業との

連絡調整 
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